
















現代社会において, 我々の求めている ｢正解｣ は
必ずしも 1つではないし, 時に必ずしも他人と同
じではない｡ つまり, 幸福の ｢かたち｣ は人それ











































した ｢産業社会｣ であり, その時代の中心となる
ストレスが, ある程度休息の保障された労働の中
で現れてくる ｢退屈｣ であり, それから逃れるた
めの手軽な ｢気晴らし｣ や ｢憂さ晴らし｣ を多く
の人が求めていたからだろう｡ これは, 産業によ




る｣ ことや ｢番組そのものをつくる｣ ことなど思
いもよらない｡
ポスト・マス・レジャーの時代へ突入したとい
うことは, このような形では ｢憂さ｣ が晴れない
時代になった, ということである｡ 御膳立てされ









にすればいいのか, 見失ってしまう｡ それが, こ
こで言う ｢アノミー｣ の正体である｡






この ｢アノミー｣ は乗り越えられる｡ この言わば
｢ゲシュタルト変換｣ は, 季節が移り変わるよう
に ｢自明的に｣ ｢自動的に｣ 為されるものではな
い｡


















































｢錯乱｣ と説明する｡ すなわち, 人間と動物との
違いを埋葬という行為に求め, その背景に, ｢死
体｣ という 1つの実体に対して, ｢動かないもの｣
















める｡ そして, さらに重層的な ｢意味｣ の霧に包
まれ迷路に迷い込むことになる｡






れを ｢脳化｣ と呼ぶが, 社会学的な視点から言え
ば, 人類は行なうべくして世俗化を行ない, 暗黙
知から形式知への転換を図ってきたことになる｡












理解できる｡ すなわち, ｢憂き｣ 日常を新たな法
則性で組み直し, 希望に満ちたものにしようとす
る志向性こそが観光, ひいては観光情報に求めら
れている｡ 単なる ｢非｣ 日常ではなく, 旅行先と
いう非日常と日常を結んで, 日常を再編するよう



















｢ビオトープ (BIOTOPE)｣ とは, 周知の通り
生態学に由来する学術用語で, ｢生命 (BIO)｣ と
｢場所 (TOP)｣ を合成した概念で, ｢野生生物の






して｣ 意識されている, というのである｡ その意
味では, 近年, 運動論の枠組みの中で語られるビ






























のビオトープ｣ や ｢カエルのビオトープ｣ という
捉え方をした場合, 焦点をミクロに固定するので
はなく, たとえそれらの 1つ 1つが小さな生態系


































それでは, 何と何を, どのように, どこから





る ｢中間的な存在｣ であるという｡ そして, 自分
達が日常生活の中で関われる規模のメディアを
｢ネットワーク化｣ して多様性の維持と展開を図
































とえば ｢食｣ を仲立ちに近接したり, 世代的に重
ならない観光客が駅や宿という結節点で接近遭遇







化｣ を図るか, ということと, そうして成立した
｢メディア・ビオトープ｣ の位置づけである｡ 水
越が ｢中間的｣ と捉えた ｢メディア・ビオトープ｣
の本性をどこに見出せるのか, ということである｡
観光地という ｢源泉｣ から流れ出した観光情報
という ｢水｣ は, 様々なルートを通って, われわ
れの ｢口｣ に入る｡ さしずめ, 瓶詰めにされたり,
ろ過されたり, 消毒されたり, 冷凍されたり, と
いったところだろうが, ここで大事なことは,
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はないだろうか｡ 情報を確定させてしまう前に,
他からの情報をフィードバックさせる, という
｢開放性｣ にこそ, ｢ネットワーク｣ の持つダイナ
ミックスが了解できるのである｡ またその際, 時
間を超えたフィードバックも意識されなければな
らない｡ 本来の ｢ビオトープ｣ 概念が要請される
環境に関わる議論まで溯ればわかるとおり, ｢持
続可能な｣ (sustainable) とは, そのような視座
を含んだものであるからである｡
再構築される ｢場｣ として想定されるものの中
で, 適当なものの例には, もちろん, 多様性を保
持し得るキャパシティを持った存在としての ｢ま
ち｣ や ｢ひと｣ が挙げられるだろう｡ そしてさら




｢メディア・ビオトープ｣ が ｢中間的｣ な役割
を持つとしたら, それは, メディアとして, マク




い) を結び, 両者の仲立ちとなることで, 両者の
関係を ｢同時に｣ 編成し直す可能性を持つ, とい
うところにあるだろう｡ その意味では, ｢メディ
ア・ビオトープ｣ は, メディア・リテラシーの 1
つの実践の場という側面だけでなく, それに関わ
るものの日常を組み替える場として理解すること





































｢情報縁｣ といったものの出現は, 既に ｢高度情
報化｣ が語られる文脈の中で指摘されてきた｡ 社



























サービス) の拡大へと続いている｡ もはや ｢2ちゃ
んねる｣ や ｢wikipedia｣ といった存在に留まら
ない社会全体にかかわる構造転換が迫られている
状況といっても過言ではないだろう｡
我々が, 情報を ｢つなぐ｣ とか ｢ネットワーク
をつくる｣ といったときに, 考慮に入れなければ














エリアで, それぞれ古書店 160店, 新刊書店 30
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ルネッサンス｣ や老舗商店街を集めた ｢神田｣ と
いうタウン誌はもとより, ｢本の街｣ というフリー
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床に ｢行きたい｣ あるいは ｢帰りたい｣ としみじ
み思わせてくれるような場所となるべき存在であ
ろう｡ そのとき ｢ビオトープ｣ の ｢ビオ｣ が意味
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